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等価変換モデルは等価変換に基づく計算モデルであり、このモデル上のプログラム（等価変

換プログラム）は与えられた問題を等価変換していくための小さなルールの集合である。等価

変換プログラム以外の通常のプログラムでは、プログラムの誤りはその一部分を断片的に検知

することはできず、プログラム全体をチェックする必要がある。しかし等価変換プログラムで

は、プログラムを構成している小さなルールのみを断片的にチェックすることで誤りを検知す

ることができる。本研究は、このモデルに基づいて誤りルールを低コストでかつ効率的に発見

する。 

等価変換モデルでは、質問より得られる節集合がルールによって変換されたとき、変換の前

後で節集合の意味が常に保存されていれば、そのルールは正しいと結論付けることができる。

これにより、変換の前後で意味が保存されない節集合が少なくとも１つ存在すれば、その変換

で適用されたルールは誤りであると結論付けることができる。本研究で構築したシステムはこ

の原理に基づくものであり、検査対象のルールが適用可能な多数の節を生成し、生成されたす

べての節を検査対象のルールにより変換し、変換の前後の節の意味を計算・比較することで、

これらの意味が保存されているかどうかを検証するものである。変換の前後の節の意味が保存

されていなければ、検査対象のルールは誤りであることがいえる。一般に、変換前後の節の意

味を直接計算・比較するのは計算コストの観点から実用的ではない。そこで、このシステムは

予め用意された正しいルールの集合を用いて変換前後の節をそれぞれ簡単化し、簡単化された

節の意味を計算・比較する仕様とした。 

本研究では、ルールを単体ごとに検査するために、ルールが適用できる例を多数作り出し、ルー

ルを適用する前と後で意味的な変化が起こっているかどうかを確かめることによって、ルールの誤

りを検知した。この実験により、比較的簡単な例を生成するだけでも、誤りルールを見つけられる

ことが分かり、実用化に向けて良好な見通しが得られた。これらの例を生成する際、ルールで使わ

れる多様な組み込み述語が出現するため、個別の組み込み述語を扱える例をどのように生成するか

が重要になる。今後、これらの例を蓄積することで多くの組み込み述語を扱うことができ、多様な

範囲の問題に対して効果的な例を作ることができると期待される。 

 


